
平成２８年度 飯山市公民館運営審議会次第

日時 平成２８年６月７日（火）午後４時

場所 飯山市役所４階 全員協議会室  

１ 開   会

２ 辞令交付・教育長あいさつ

３ あいさつ

  公民館運営審議会 会長

  飯山市公民館長

４ 自己紹介

５ 議  事

（１） 平成２７年度飯山市公民館事業実績報告、及び決算見込みについて

（２） 平成２８年度飯山市公民館事業基本方針について

（３） 平成２８年度飯山市公民館事業基本計画、及び予算について

（４） その他

６ その他

７ 閉  会

※懇親会：５階食堂



№ 職　名 選出事由 地　区 適　　要（推薦母体）

1 委　員 学校教育 小 林 芳 裕 城北中学校 飯山市校長会

2 委　員 社会教育 山 嵜 國 臣 民生児童委員協議会

3 委　員 〃 酒 井 博 文 飯山市芸術文化協会

4 委　員 〃 宮 澤 貞 子 公民館利用者・飯山くらしの会

5 委　員 〃 藤沢八代恵 公民館利用者・北信濃ふるさと歌の旅

6 委　員 学識経験者 丸 山 茂 飯山 飯山地区区長会

7 委　員 〃 金 沢 博 和 秋津 秋津地区区長会

8 委　員 〃 佐 藤 正 行 木島 木島地区区長会

9 委　員 〃 岩 松 義 雄 瑞穂 瑞穂地区区長会

10 委　員 〃 宮 下 学 柳原 柳原地区区長会

11 委　員 〃 菅 原 一 富倉 富倉地区区長会

12 委　員 〃 清 水 侃 外様 外様地区区長会

13 委　員 〃 大 木 賢 勇 常盤 常盤地区区長会

14 委　員 〃 大 熊 一 郎 太田 太田地区区長会

15 委　員 〃 田 中 信 明 岡山 岡山地区区長会

16 委　員 家庭教育 岡 本 昇 二 市PTA連合会会長

17 委　員 公募 藤 木 義 博 公募委員

18 長 瀬 哲 市教育長

19 石 田 一 彦 文化振興部長

20 田 中 好 一 市公民館長

21 伊 達 信 寿 市民学習支援課長

22 鈴 木 克 己 社会教育係長

23 常 田 新 吾 社会教育係

24 寺 島 達 哉 社会教育係

飯山市公民館運営審議会委員名簿

（任期：平成27年4月1日～平成29年3月31日）

氏　　名
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職名 氏　名 職名 氏　名 部名 氏　名

 社会教育係長 鈴木克己
館　長 田中好一  社会教育係(主査) 常田新吾

TEL62-3342  社会教育係(主任) 寺島達哉
FAX62-5940  臨時職員 田中澄子

 臨時職員 佐藤一枝
 臨時職員 高島綾子

広　　報 鈴木良太 田中史朗
館　長 中野正文  公民館主事(所長) 服部敏夫 学　　習 佐藤正彦 　

学　　習 三田慶富 富岡豊彦
TEL62-3342  臨時職員(兼） 高島綾子 文化事業 山田千春 松澤勝彦
FAX62-5940 厚生体育 伊達広道 西川史朗

秋津公民館  広　　報 和里田秀樹 　
館　長 清水基良  公民館主事(所長) 関谷竹志  学　　習 石澤　彰 清水明美

TEL62-2330  学　　習 宮本秀一
 嘱 託 員 石澤比呂美  文化事業 上松宝稚

FAX62-2330  厚生体育 藤澤智紀 角原恵太

広　　報 伊東秀崇
館　長 小池孝夫  公民館主事(所長) 大平秀明 学　　習 佐藤裕之

学　　習 高橋正臣
TEL62-0555  嘱 託 員 森山祐子 文化事業 市川達也
FAX62-0555 厚生体育 武田昭広

瑞穂公民館 広　　報 大平賢一
館　長 金井　晃  公民館主事(所長) 畔上裕明 学　　習 江村利治

学　　習 村越　泉
TEL65-2501 副館長 村越　悟  嘱 託 員 和田由美子 文化事業 増山友和
FAX65-2501 厚生体育 岡本一徳

柳原公民館 広　　報 丸山俊一 竹田正弘
館　長 清水滿亀夫  公民館主事(所長) 小林啓二 学　　習 前澤俊一 古谷英人

学　　習 山田優一
TEL62-5562 副館長 宮下　学  嘱 託 員 高柳博子 文化事業 北川裕輔 荒井英喜
FAX62-5562 厚生体育 武田和也

富倉公民館 広　　報 大塚幸広
館　長 上野今朝江  公民館主事(所長) 飯澤達也 学　　習 片山治夫

学　　習 上野和也
TEL67-2136  臨時職員 高橋舞子 文化事業 上岸隆治
FAX67-2211 厚生体育 阿部武志

外様公民館 広　　報 金子英明
館　長 宮本晴男  公民館主事(所長) 石田稔文 学　　習 服部　勤

学　　習 服部　涼
TEL62-1029  嘱 託 員 山田郁子 文化事業 八重田崇博
FAX62-1029 厚生体育 三橋寛一

広　　報 佐藤潤一
館　長 高橋利幸  公民館主事(所長) 小嶋英治 学　　習 仙田智良 小口千絵

学　　習 佐藤悠太
TEL62-3200 副館長  嘱 託 員 高橋美佐子 文化事業 海野真弘 小市　愛
FAX62-3200 厚生体育 小林　傑

広　　報 小林卓弥
館　長 村松芳彦  公民館主事(所長) 藤田大志 学　　習 伊藤哲也

学　　習 村上陽一
TEL65-4579  嘱 託 員 宮川千春 文化事業 小林　巧
FAX65-4579 厚生体育 水野政春 倉持　敦

岡山公民館 広　　報 石澤勝彦
館　長 井澤清一  公民館主事(所長) 浦野昭彦 学　　習 中居正人

学　　習 徳永俊行
TEL69-2010  嘱 託 員 轟　ひふみ 厚生体育 小林弘幸 月岡久司
FAX69-1800 文化事業 村山和昭

飯山市公民館

飯山公民館

木島公民館

常盤公民館

太田公民館

飯　山　市　公　民　館　名　簿
平成28年 4月 1日現在

         教育委員会教育長　長瀬　哲

　　　　 文化振興部長　    石田一彦　　　  市民学習支援課長  伊達信寿

公民館名
館長・副館長 職　　　員 専門部員 地 区 館

専門部員
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実施期間 事　業　内　容 備　考

飯山市公民館事業 飯山市公民館広報部員研修会 4/22 演題：紙面の書き方・地域課題の取り上げ方　講師：上野達磨 参加者35名

飯山市公民館地区館長会　 4/24 Ｈ26事業実績・Ｈ27事業計画　飯山市公民館の基本方針について

臨時地区館長会議 5/29 活性化センター所長嘱託化について

飯山市公民館運営審議会　 6/3 H26事業実績・H27事業計画　飯山市公民館事業の基本方針について

専門部員研修会 7/3 演題「ロマンある公民館活動～次代へつなぐ人たちへ」講師：筒井美保子 参加者55名

地区館長会研修視察　 7/15-16 静岡県沼津市、三島市方面 白隠創建の龍澤寺、松蔭寺等視察 参加者11名

臨時地区館長会議 10/27 活性化センター所長嘱託化について

飯山市公民館地区館長会　 1/22 Ｈ27事業実績・Ｈ28事業計画　飯山市公民館の基本方針について

定例総会 4/13 H26事業実績・H27事業計画について

4/15 　講演　「村づくりから保護　そして里づくりへ」 参加者98名

　講師 鷲尾恒久氏（前小菅区長）

7/24 ﾃｰﾏ：「まちづくり・地域活性化とその担い手」 参加者47名

講師：石澤　孝（信州大学教育学部教授）

定例総会 4/22 会場：長野市大豆島公民館

主事研修会 6/27 会場：坂城町文化センター

館長研修会 11/18 会場：飯綱町民会館

館長総会・研修会 5/13 会場：上田文化センター

主事総会・研修会 5/15-16 会場：飯田文化会館

定例総会 5/21 会場：松本市

公民館報関係者研修会 7/25 会場：信濃町総合会館 　

公民館大会 9/17-18 会場：東御市他

飯山雪国大学事業 公開講座 7/11 演題：正受庵学習会「正受老人に学ぶ」 参加者70名

講師：長瀬　哲（飯山市教育長）

10/3 【見よう！学ぼう！集まろう！学びのエリア“秋まつり”2015】 参加者36名

演題「人がつながる地域づくり」～４つの縁。カチカチ時間とサラサラ時間～

講師：長谷川 幸介（茨城大学地域総合研究所准教授）

10/17 演題「北信濃の今、その基礎を築いた藩主佐久間兄弟」 参加者40名

講師：小山　丈夫（いいづな歴史ふれあい館学芸員）

飯山雪国大学事業 文化講演会 3/5 演題「生きるチカラ、自然のチカラ」 参加者300人

講師：清水　国明(河口湖自然学校楽校長、所沢市教育委員）

女性セミナー 5/14 第1回 「開講式・鉛筆１本で見る見る上達」他全6回 受講生36人

子育てセミナー 7/14 第1回 「開講式・産後のゆがみ改善とシェイプアップ」他全4回 受講生31名　

◇テーマ：育児は育自 　講師：三嶋 絵利加（ミスユニバース長野大会グローアップセミナー講師）　 託児31名

【公開講座】 9/6 第3回 「すべては子どもたちの幸せのために」（公開講座） 参加者95名　

【公開講座】 11/15 第5回：「子育てにかかるお金の現実とやりくりについて」 参加者35名

みんなのおもしろひろば 　講師：藤澤八代恵　全4回　大人78名　子ども79名参加

前期成人講座 5/27～6/24 1 背中スッキリ（全４回）　講師：三嶋絵利加　他全6講座　 受講生71名

飯山雪国大学事業 後期成人講座 11/9～12/14 1　エアロビクス（全4回）　講師：阿部 優里香　他全6講座　 受講生70名

成人講座 5/22 北信濃ふるさと歌の旅　講師：小巻 佳人（精神保健福祉士） 参加者33名

10/16 信越自然郷を歌で巡る　講師：小巻 佳人（精神保健福祉士） 参加者37名

夏休み体験教室 7/28 1 飼育員の仕事を勉強しよう 講師：飼育係　他全8教室 参加者167名

春休み体験教室 3/22 1 水族館の仕事を勉強しよう　他全9教室　

地区館との共催事業 4/29 1 水梨子沢カタクリ鑑賞会・勘介山古墳学習会（秋津公民館共催） 参加者21名

5/8 2 万仏山を歩こう（瑞穂公民館共催）　講師：大月　清 参加者47名

5/24 3 寺巡りハイキング（飯山公民館共済）講師：小坂明子 参加者24名

6/14 4 かえるの学校（外様公民館共催）　場所：黒岩山 参加者45名

7/26 5 富倉峠ウォーキング（柳原公民館共催) 講師：北川幸弘 参加者38名

飯山雪国大学事業 ありがとう中央橋イベント 10/12 6 ありがとう中央橋イベント（道路河川課共催） 参加者800名

ビューポイントめぐり 4/24 市内各地区主事の推薦ﾎﾟｲﾝﾄをﾊﾞｽﾊｲｸで見学（桜めぐり） 参加者14名

いいやまふるさと母の味 6/19 1　田植え煮物、くさもち　講師：飯山食文化の会　他全4回　75名参加 参加者18名

原爆と人間展 8/1～8/31 広島・長崎原爆写真40枚展示…平和学習　於：公民館

8/15 8/15　成人式会場　（飯山市民会館）

見よう!学ぼう!集ろう!
学びのエリア秋まつり２０１

10/3-4 ﾃｰﾏ「発信しよう！未来を拓く飯山らしさ学びのﾁｶﾗ」あなたも5館ﾌﾙ活用 来場者延3,600名

公民館施設整備事業 公民館施設整備事業 10/19 高圧受電設備改修工事　637,200円

公民館事業 成人式開催事業 5/26～8/14 協力員会議（役割・ｱﾄﾗｸｼｮﾝ等について協議・準備・ﾘﾊｰｻﾙ）5回 　

8/15 成人式　出席者222人（対象者276人） 約80.4%

第33回青少年芸術祭 10/25‐26 ○展示部門　会場：飯山市公民館 絵・習字・工作 計約790点

11/3 ○舞台部門　会場：市民会館　出演11団体　 出場者数311名

地区公民館事業 地区公民館事業 6/3 AED購入設置（秋津、柳原、岡山地区館　3ヶ所）725,760円

各地区館に160,500円（講師謝金、消耗品費、役務費）

青少年ホーム管理事業 4月～ 登録利用団体数　11団体 2,524名　合計8,880（1月末）

その他利用：子育て支援ｾﾝﾀｰ1,523名、戸狩児童館4,833名、

4/1～3/31 勤労青少年ホーム管理業務の委託　763,133円

平成2７年度　飯山市公民館事業　実績報告

事　業　の　名　称

青少年ホーム管理事業

中高飯水公民館役職員研修会

役職員研修会

北信公民館運営協議会事
業

飯水公民館運営協議会事
業

長野県公民館運営協議会
事業
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歳　入
（単位：千円）

決算見込

12使用料及び手数料

1 公民館使用料 527

19雑入

3 教室・講座受講料 175

4 コピー等サービス 370

歳　出
（単位：千円）

決算見込 節 金 額 説 明

2総合学習総務費 19,077

(3) 総合学習センター管理事業 19,077 需用費 11,973 消耗品費・燃料費・光熱水費他

委託料 6,747 清掃・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ・電気関係委託料他

その他 357 役務費・使用料等

3公民館費（公民館事業を計上） 23,384

(3) 公民館管理運営事業 17,598 報酬 10,850 地区館長・専門部員報酬等

需用費 1,256 消耗品費・燃料費・光熱水費等

役務費 1,110 公民館行事補償保険料等

委託料 2,877 用務業務委託料等

その他 1,505 旅費・使用料・負担金等

(4) 飯山雪国大学事業 2,057 賃金 36 託児

報償費 875 講師謝金

需用費 112 消耗品費・食糧費

委託料 932 講演会企画委託料

その他 102 役務費・使用料等

(5) 公民館施設整備事業 781 需用費 144 施設設備修繕料

工事請負費 637 施設補修工事

(6) 公民館事業 751 報償費 38 青少年芸術祭展示・発表謝金

需用費 313 成人式・青少年芸術祭印刷製本費他

委託料 130 成人式ＶＴＲ制作費

その他 270 通信費・市民会館使用料他

(7) 地区館事業 2,197 報償費 395 講師謝金

需用費 880 消耗品費等

備品購入費 726 AED購入費

その他 196 通信運搬費他

　公民館管理運営事業に充当

目　（ 事 業 ）

　総合学習ｾﾝﾀｰ管理事業・公民館管理運営事業に充当

　飯山雪国大学事業に充当

平成２７年度　公民館費決算見込

款　（項） 説 明
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（延べ数）

人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数

４月 1,698 159 823 32 71 3 2,592 194 2,784 219

５月 1,804 175 511 38 91 3 2,406 216 2,754 243

６月 1,858 183 1061 55 247 8 3,166 246 3,345 254

７月 1,916 186 1454 65 178 5 3,548 256 3,773 250

８月 1,603 154 1433 49 42 3 3,078 206 3,289 215

９月 1,469 156 1152 36 74 3 2,695 195 3,197 232

１０月 1,872 173 985 43 22 2 2,879 218 4,662 242

１１月 1,717 162 1801 68 24 3 3,542 233 3,349 233

１２月 1,442 150 525 27 92 4 2,059 181 1,977 148

１月 1,023 100 161 10 38 3 1,222 113 1,319 117

２月 1,372 140 215 14 0 0 1,587 154 2,144 171

３月 1,849 166 1065 25 8 1 2,922 192 3,685 212

合　計 19,623 1,904 11,186 462 887 38 31,696 2,404 36,278 2,536

総利用数
（前年度）

平成27年度　飯山市公民館利用統計

　項
目

月

定例利用
公民館活動
以外（減免）

有料利用 総利用数
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平成２８年度 飯山市公民館の基本方針

１ 公民館運営の課題（目指すところ）

  ‘まちづくり’そのための‘絆づくり’‘ひとづくり’

２ 課題を踏まえた公民館活動の現状と課題

☞地域のコミュニティーづくりに大きな役割を果たしてきた。更なる取り組みの充実が求められる。

（１）各集落館活動を大事に考え、地区館等の丁寧な支援によりその活動の充実が図られてきた。

ⅰ 各集落館活動は、各地区の生活課題を踏まえたものであり、集落のコミュニティーづくりの上

で最もベースとなるものであり重要なものである。この認識のもと支援に努めてきた。

（２）各地区館単位のコミュニティーづくりと飯山全体としての“まちづくり”そのための“ひとづ

くり”へ貢献をしてきた。

ⅰ 月一度の主事会の中で、地域の素晴らしさ（宝物）を活かした地域づくり・まちづくりに向け

た地域学習が大事に考えられ、広く発信していく意味から市公民館との共催事業として開催され

たり、また、地区館単独でも積極的に学習会を実施したりしている。郷土への愛着や誇りを育む

とともに、多くの人たちに飯山の魅力を知ってもらうことに務めてきた。

ⅱ また、様々な学習会や文化活動、体育活動等々、地域の人たちのつながりを深め、自らの生き

がいを育むといったまさに地域のコミュニティーづくりの企画運営を中心となって進めてきた。

（３）新幹線飯山駅開業に伴う‘地域振興’を含め、各集落・各地区の地域課題を明確にその解決に

向けた取り組みを、公民館としてどう具体的にしていくかがこれまでの取り組みの上に求められて

いるように思う。

（４）公民館主事の嘱託化が進められている。

３ 運営の重点

☞新しい体制の中で、支援体制を整える等の工夫をしながら、地域コミュニティーづくりに向けこ

れまでの公民館事業の果たしてきた役割を大事に考え、事業の推進に当たっていく。

☞特に、新幹線飯山駅の開業に伴う“地域振興”が公民館運営の課題でもあることを踏まえ、嘱託

化による“変化”を一つの契機と考え、公民館としての学習課題を“飯山の魅力を市内外に広め、た

くさんの人たちに飯山の魅力に触れてもらおう”とし事業運営を図っていく。

４ 運営の重点具現化の視点

それぞれの公民館では、以下の７視点を大事に地域の実態を踏まえ取り組みを進めたい。

ひとづくり

（１） 住民自身の教養を高め、まちづくりへの主体的参画意識の醸成

☞サークル活動、様々な学習会等への積極的な参加を通して、潤いのある生活文化の創造を具現化

し地域活性化につなげていく。

（２） 次世代を担う子どもたちの育成
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☞地域いいやまへの愛着と誇りを育むとともに、これからの社会を逞しく生きていくための基盤と

なる態度や能力を育む。

（３） 女性が元気

☞女性が、潤いのある生活文化の創造や社会参加への意識を高めていきいきと活動できる力を育む。

まちづくり

（４） 地域課題を明確にしたコミュニティーづくりの推進

☞地域再生の主体は‘集落’であることを大事に、足元を見つめ、集い、知恵を出し合い、新しい

生き方・暮らし方を創造していく自治的活動による地域づくりを側面から支援していく。

地域に密着する、地域に入り込むことを大事に、各集落・各地区での地域課題を明確にし、飯山

市公民館、各地区館、各集落館、共に連携を深め補い合いながら公民館全体としてその課題の解決に

当たっていくことに努める。

ⅰ 主事会、館長・主事会等での情報交換 …各集落の現状と取り組みの実際

ⅱ 地域再生に向けた“研修会”の企画運営 …公民館等役職員の意識の変革

ⅲ 地域再生に向けた出前講座や各地区館との共催講座の企画運営 …地域住民への啓発

（５） 飯山の魅力再発信

☞飯山の地域資源に学び、地域‘いいやま’への愛着や誇りうる気持ちを育むとともに、多くの人

たちに飯山の魅力を知ってもらう。

ⅰ 市公民館と地区館との共催事業の充実と連携の強化

  ・そのための支援体制として、市公民館職員に担当地区を割り振り、必要に応じたフォローがで

きる体制を整えていきたい。

ⅱ 各地区館独自の自然や歴史・文化にかかわる学習会の開催

（６） 飯山の魅力を活かした‘まちづくり’の推進

☞新幹線開業に伴う”地域振興“への学習課題をみんなで共有し連携を密にとりながら事業効果を

高めることに努める。

・正受庵にかかわる学習会（含：夏休み体験学習）  …教育委員会、学校との連携

                          臨済宗大本山妙心寺との連携

・小菅（重要文化的景観）の学習  …文化財係、小菅里づくり委員会等との連携

  ・学習会“ふるさと母の味” …いいやま食文化の会との連携

☞行政を含めた各関係機関・団体との横の連携・連絡、協働を充分に図り、課題や解決の方向を共

有しそれぞれの立場でその役割を果たす中で地域振興につなげていく。

公民館は時にそのコーディネーター役となり、飯山の魅力を活かすことをキーワードにどうする

ことがよいのかをともに考えていく。

ⅰ 市内回遊プラン作成に向けた各関係機関との連絡・調整

ⅱ 企画運営に向けての課題の明確化と課題解決に向けた取り組み

（７） 公民館役職員の資質の向上

☞積極的、主体的に研修に努め、公民館が目指すことの具現化に向け力量を高めることに努める。
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平成28年度飯山市公民館事業計画

１ 飯山雪国大学事業

新幹線開業を機に市を取り巻く様々な環境や住民のニーズを活かした学習活動を推進し、地域課

題を解決するための学習、交流を支援すると共に、飯山市の地域資源（伝統、文化、自然、歴史、食、

暮らし等）を活かした新たな企画を実施していく。  

○市民のニーズに合ったタイムリーな内容の講演会開催事業

■公開講座

  ・市民のニーズに合ったタイムリーな講師による講演会等の開催（随時実施）

  ・現代社会が直面している地域課題等にかかわる講演会・学習会（日程未定）

■文化講演会

  自然・風土・歴史・環境・経済・教育・文化・産業・地域づくり・健康・男女共同参画などあ

らゆる分野から講師を選び開催する。

○地域資源を活かし、飯山市の魅力を再発見する事業

■各地区館と連携した事業の開催（ふるさと再発見：身近な地域の歴史や自然を学ぶ）

  ・カタクリ鑑賞会（4/24）秋津公民館共催  ・カエルの学校（6/11）外様公民館共催

  ・信越トレイル踏破（7/3）太田公民館共催 ・万仏山山開き(5/8)瑞穂公民館共催

  ・富倉峠ウォーキング（7/24）柳原公民館共催 ・寺めぐり（10/30）飯山公民館共催

  ・市内の「ビュー・ポイント巡り」（6/25） ・御柱祭学習会（4/23,5/3）ふるさと館共催

  ・小菅の柱松行事（7/10.17）瑞穂公民館共催

■ふるさといいやま母の味 季節の食材を使った飯山の伝統料理を学ぶ講座 年4回程度

○女性がより意識を高めていきいきと活動できる事業

■女性セミナー「踏みだそう！新しい自分の発見に」定員40名

○家庭教育、子育てへの支援事業

■子育てセミナー「育児は育自」定員35名■子育て講座「みんなのおもしろひろば」定員20組

○地区や年代を超えた交流、実効性の高い学びの環境を提供する事業

■飯山市公民館成人講座 ・前期成人講座（5月～7月予定）・後期成人講座（11月～1月予定）

■夏休み・春休み体験教室 小学生・中学生を対象に計画 夏春各6講座程度

■専門部員研修会 日 程 未 定 平日夜間（終了後懇親会）

○芸術・文化の発表の場を提供する事業

■みよう、学ぼう、集まろう!学びのエリア秋まつり2016

日程：10月 1日（土）・2日（日）10月 1日（土）午後1時30分～ 講演会実施予定（講師未定）  

○平和学習事業 「原爆と人間」パネル展 8/1～31：公民館  8/15成人式会場

２ 公民館事業

■飯山市成人式  日 程 8月15日（月）会 場  飯山市文化交流館なちゅら

■青少年芸術祭  展 示  10月29日（土）・30日（日）飯山市公民館

舞 台  11月 3日（月・祝）飯山市文化交流館なちゅら

■社会教育主事の養成（信州大学が会場の時に合わせて受講予定）
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歳　入
（単位：千円）

本年度予算

12使用料及び手数料

1 公民館使用料 660

19雑入

3 教室・講座受講料 200

4 コピー等サービス 450

歳　出
（単位：千円）

本年度予算 節 金 額 説 明

2総合学習総務費 20,581

(3) 飯山市公民館等管理事業 20,581 需用費 13,470 燃料費・光熱水費他

委託料 6,731 清掃・ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ・電気関係委託料他

その他 380 通信費、使用料、備品購入費等

3公民館費 （公民館事業を計上） 42,017

(3) 公民館管理運営事業 18,048 報酬 10,957 地区館長・専門部員等報酬等

需用費 1,334 消耗品費・燃料費・光熱水費等

役務費 1,201 公民館行事補償保険料等

委託料 2,992 用務業務委託料等

その他 1,564 旅費・使用料・負担金等

(4) 飯山雪国大学事業 2,195 賃金 36 託児料

報償費 896 講師謝金

需用費 122 消耗品費・食糧費等

委託料 1,035 講演会企画委託料等

その他 106 旅費・役務費・使用料等

(5) 公民館施設整備事業 19,580 需用費 159 施設設備修繕料

工事請負費 19,421 施設補修工事

(6) 公民館事業 769 報償費 47 青少年芸術祭謝金

需用費 338 成人式・青少年芸術祭印刷製本費他

委託料 130 成人式ＶＴＲ制作費

その他 254 通信費・市民会館使用料他

(7) 地区館事業 1,425 報償費 395 講師謝金

需用費 837 消耗品費等

その他 193 通信運搬費他

　飯山雪国大学事業に充当

　公民館管理運営事業に充当

目　（ 事 業 ）

平成２８年度　公民館費予算

款　（項） 説 明

　飯山市公民館等管理事業に充当
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№1

№ 団体名 活動内容 代表者名
会員
数

主な活動日 社会教育事業及びその成果

1 ２６パソコン同好会
パソコンの学
習

山﨑　正孝 13
毎月第1､3
月曜日

日常生活、地域活動の中でも便利役として貢献する

ことを目指します

2
みんなでいっしょに
うたおう会

コーラス 小山　房子 280 随時利用
音楽祭、講演会アトラクション、参加団体、高齢
者・障害者の方々に活動の場を提供

3 あじさいの会 日本画 丸山　公人 10
毎月第2､4
火曜日

市民芸術祭、飯山日赤、社会福祉センターへの展

示・灯籠祭りの灯籠絵の協力

4 あやめ会 大正琴 市川　倫子 7
毎月第1､3
金曜日

芸文協、北信大会、県大会、全国大会へ出演

5 あんさんぶる風の音 コーラス 藤巻　博文 28 毎週木曜日
演奏会の開催、地域の音楽・文化活動への参加音、

楽を通したボランティア活動

6 飯山囲碁の会 囲碁 関谷　勝 43 毎週土曜日
囲碁の普及活動、支部大会の開催により会員外の子

どもの参加が増えている

7 飯山吟道会 詩吟 田中　廣志 6
毎月第1､2､
3
水曜日

コンクールへの参加、地域での発表会

8 飯山くらしの会 生活について 小林　睦子 11
毎月第3
水曜日

ごみ減量の実践、啓発活動・廃油の回収及び石けん

作りの普及

9
飯山子どもと本をよ
む会

朗読・語り 宮崎　真粧美 7
毎月第1､2､
4､5金曜日

小学校での読み語り活動、協会、芸文協への参加、
朗読発表会

10 飯山古文書研究会 古文書研究 丸山　幸雄 8
毎月第2､4
日曜日

古文書の解読・時代背景の探究により郷土に対する

認識を深め、同好者の普及拡大に努める

11 飯山混声合唱団 コーラス 松澤　英市 26 毎週金曜日 定期演奏会・市民芸術祭参加

12 飯山市芸術文化協会
芸術文化の振
興

吉越　窿師 428 随時利用 市民芸術祭主催・コンサート協力

13 飯山日中友好協会
日中友好支援
活動

上村　力 96 随時利用
日中両国民の相互理解と友好を深め、日本と世界の

平和と繁栄に貢献する

14 飯山市民劇団「土」 演劇 大野　峰雄 14 随時利用
飯山市・長野県芸術文化協会に所属し地域の文化活
動に参加する。

15 いいやま食文化の会 郷土食の研究 坂原　シモ 29 随時利用 学校・児童館・地域での食育活動

16 飯山素がたりの会 語り 小野沢　さつき 12
毎月第2
日曜日

小・中学校、児童センター、病院等への訪問

17 飯山ｿｼｱﾙﾀﾞﾝｽｻｰｸﾙ 社交ダンス 望月　正美 15 毎週木曜日 福祉施設の訪問、地域の文化祭等へ参加

18 飯山中国語を学ぶ会 中国語学習 島津　美智子 7
毎月第2､4
火曜日

中国帰国者、お嫁に来られた方、研修生との交流と

友好を深め、併せて国際視野を広める

19
飯山日本画協会
　こぶしの会

日本画 新家　義人 7
毎月第2､4
土曜日

市民芸術祭事業へ参加、日赤病院への展示、各展示
発表に出展

20
飯山ハーモニカクラ
ブ

ハーモニカ 前澤　政宏 14
毎月第1､3､
5土曜日

市民芸術祭に参加、地域活動への参加

21 飯山母親連絡会 学習会 小林　よ志子 12 随時利用
暮らしの中の疑問や諸問題の学習を通じて、関連知

識の向上、地域社会への貢献

22
飯山町民踊を楽しむ
会

民踊 倉井　けさ江 23 毎週水曜日
市内各所のデイサービスセンター等でボランティア
活動

23 オカリナの会 オカリナ 水野　弘美 10
毎月第2､4
日曜日

市民芸術祭参加、依頼演奏及び、発表会・オカリナ

普及事業

24 かすみ草 パッチワーク 丸山　房子 11
毎月第１
土曜日

展示会への出展等により社会教育活動に貢献

25 華謡会 謡曲 湯本　隆之 6 毎週火曜日 謡曲の技術向上と交流及び発表会を行う

26 和紙ちぎり絵　寒椿 ちぎり絵 田中　美智子 16
毎月第2､4
火曜日

ちぎり絵を通して会員との親睦を深め、技術の向

上、作品発表を行う

27 向謡会 謡曲 村田　厳 5 毎週金曜日
観世流謡曲を学ぶことで謡曲二能の世界を探求し、
発表することにより伝統芸能を社会に広めたい

28 コールかたくり コーラス 白井　春子 26 毎週月曜日
芸術祭・母親コーラス祭参加、ディサービスへボラ

ンティア活動

平成２8年度　飯山市社会教育関係団体一覧表
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№2

№ 団体名 活動内容 代表者名
会員
数

主な活動日 社会教育事業及びその成果

平成２8年度　飯山市社会教育関係団体一覧表

29 コーロ・エテルナ コーラス 佐藤　さよ子 19 毎週火曜日
芸文協主催の催し物に参加、県母親コーラスまつり

に参加

30 コーロ・カメリア コーラス 小島　絢子 24
毎月第1､2､
4木曜日

市民芸術祭を始め地域でのイベントに積極的に参
加、施設へのボランティア活動

31
心と体を癒すヨガの
会

ヨガ 森　明美 6
毎月第1､3
水曜日

ヨガを通して健康な体を保ち、発表会の開催及び地

域の人達との交流を深める

32 こはる日の会 語り 坪井　久 12
毎月第1
木曜日

芸文協に加入、春と秋・年２回の発表、各施設訪
問、集落ｻﾛﾝ、学校等にボランティア活動

33 ザ・メイプル コカリナ 藤田　波留美 7
毎月第1,3
土曜日

継続的に活動、発表会参加、ボランティア活動

34 サロンド・ライチ 絵画制作 大野　さち子 9
毎月第1
日曜日

油彩画の学習と技術向上、各発表会に参加、独自に

作品展を開催

35 シニア囲碁愛好会 囲碁 金子　正機 11
毎月第2､4
火曜日

会員の棋力向上と市内愛好者と子どもを誘って大会
を開く

36
女声合唱団　フィ
オーレ

コーラス 柳　節子 23 毎週土曜日
合唱の練習を通し地域文化の向上、市民芸術祭参

加・コンサート開催

37 しろやま道場 剣詩舞 岩崎　澄子 8 毎週土曜日
剣詩舞を通して教養を深め、福祉施設の慰問及び芸
文協・地区文化祭への参加

38 水墨会 水墨画 水野　正夫 8
毎月第1､3
水曜日

水墨画の習得、市民芸術祭・文化祭に参加展示

39 スノー☆クリスタル
ビーズアクセ
サリー

篠田　有希 10
毎月第1
火曜日

グループ内発表会等を開催し技術向上を図りながら

公民館活動に参加

40
スポーツ吹き矢
チームまと

吹き矢 丸山　靖男 11
毎月第2､4
月曜日

スポーツ吹き矢の普及と技能向上を通じ、日々の健
康増進のための活動

41 ダンスクラブ輪舞 社交ダンス 島津　紀之 9 毎週金曜日
ストレッチ体操にて体力の維持・向上、認知症の予

防、ダンスの楽しさの周知

42 ちぎり絵グループ ちぎり絵 高橋　雪子 14
毎月第2
水・
土曜日

飯山の伝統産業の和紙を用いて絵の創作・市民芸術
祭に参加、日赤など施設へ展示

43 飯山みずえ会 水彩画 月岡　幽美子 11
毎月第2､4
土曜日

水彩画技術の習得と作品の展覧会へ出展

44 茶友会 茶道 真嶋　朋子 7
毎月第1、3
木曜日

茶道の習得及び蓮まつり、寺巡り寺宝展などで呈茶

45 トールの会
トールペイン
ティング

桒原　米子 10
毎月第２
水曜日

技術の向上、フェステイバルへの展示発表

46 日本画研究会 日本画 桒原　米子 6
毎月第1､3
金曜日

公募展に出展するための技術向上、芸術文化活動

47 二輪草 水墨画 小林　敏子 7
毎月第2､4
月曜日

水墨画の練習、公民館、日赤への作品展示し文化振
興に参画

48 俳句未来 俳句講座 畔上　京子 10
毎月第3
月曜日

飯山市における俳句大会の協力結社への投句

49 芭空 人形劇 嘉部　美津子 8 随時利用 ボランティア講演

50
ピュア・ダンスサー
クル

社交ダンス 水野　敬士 10 毎週金曜日
公民館活動の協力・男女誰でも参加でき、健康増
進、交流の場として見識を高める

51 豊水会 書道 笹原　壽 11
毎月第1､3
金曜日

書道にかかわる研鑽を深め、相互の力量の向上・

フェステイバルへの出展

52 睦謡会 謡曲 島津　紀之 7
毎月第2､4
月曜日

年3回の市謡曲発表会に参加し、普及に努め、公民
館主催事業に協力

53 墨窿会 水墨画 神田　吉人 8
毎月第2､4
月曜日

水墨画制作を通して、生きがいや親睦をはかり地域

の文化活動に貢献する

54 径の会 カラオケ 岡田　重徳 21
毎月第2､4
水曜日

老人ホームの慰問・市民カラオケ祭り協力

55 みゆき野絵楽会 水彩画 清水　勅夫 7
毎月第2､4
水曜日

生涯学習として地域の自然や文化を絵画を通して発
表（発信）する

56 みゆき野吹奏楽団 吹奏楽 野口　宏樹 25 随時利用 市町村事業に参加・中学校・高校との交流
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№3

№ 団体名 活動内容 代表者名
会員
数

主な活動日 社会教育事業及びその成果

平成２8年度　飯山市社会教育関係団体一覧表

57 もみじ会 民踊 土屋　久栄 8 毎週金曜日
民踊の練習、介護施設・養護施設・敬老会等のボラ

ンティア活動

58 ももとせ塾 かな書道 清水　公子 7 毎週水曜日 かな書道の向上、市民芸術祭へ出展

59 ゆきわり水墨会 水墨画 森崎　鉄兵 11
毎月1､3
火曜日

水墨画教室など水墨画の普及、市民芸術祭・病院・

公民館での展示活動

60
リアルイラストくら
ぶ

イラスト 青木　秀子 8
毎月第1､3
火曜日

定例学習、地域文化祭などへの作品出展、参加

61 李京会 書道 田中　武子 10
毎月第1､3
土曜日

書道を通じて教養を高め地域社会へ貢献

62 ル・パルミエ・パ
アコース
ティック
ギター

小林　今朝之 15
毎月第2､4
月曜日

ギター演奏の技術向上、市等の各種イベント活動

63
シニア大学ＯＢコー
ラス

コーラス 服部　保 15
毎月2､4
水曜日

市内音楽活動、施設訪問等、ボランティア活動

64 木香会 仏像彫刻 竹田　信夫 12 随時利用 仏像彫刻を通じ地域に貢献する

65 シルバーそば同好会 そば打ち 谷澤　丞 12
偶数月の第
2日曜日

そば文化の研究・研修、地域の活性化・郷土の伝統
を守る

66
ピーターズ
イングリッシュクラ
ブ

初級英会話の
学習

岩崎　孝典 10
4～12月の
毎週火曜日

定例学習会、地域活動への積極的な参加、その他目

的達成のために必要な事業

67 飯山碁楽会 囲碁 佐々木　五朗 16 毎週木曜日
健康維持増進と棋力の向上並びに囲碁の普及に努め

る

68 リトルスター 子育て学習 山﨑　ゆかり 29 毎週金曜日
子育て中の親子と地域社会との繋がりを深める（施
設訪問など）

69 笑いヨガサークル 笑いヨガ 藤田　波留美 14
毎月第2
水曜日

笑いヨガを通して地域社会との繋がりを深める。

70 北信濃ふるさと歌の旅童謡唱歌 坂下　和歌子 39
毎月第2ｏ
ｒ      第
3土曜日

地域活動、施設訪問への積極的な参加、繋がりを深
める。

71 はくたか書道会 書道 下田　健郎 11
毎月第1、3
金曜日

生涯活動を通して芸術文化への貢献

72 シニアはくたか３４会学習会 山口　修 42 随時利用
会員相互の親睦と健康長寿の増進を図り以って地域

社会の発展に寄与する。

73 飯山俳句会 俳句講座 丸山　富治 13
毎月第3
水曜日

俳句愛好者の為の句会活動及び文化祭・大会の参加

74 愛ターンの会 学習会 肥田　恵司 40 随時利用 移住者を増やすための学習・情報交換・発信・交流
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